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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
翌
月
の
二
十

日
に
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
 

　 
 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　
カ
ギ
を
解
き
、二
重
ワ
ク
に
入

る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
何
？

当
選
者
の
発
表
！

　
１
３
３
号
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
セ
カ
イ
イ
サ
ン
」

で
し
た
。　
当
選
者
が
抽
選
で
決
定

し
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。当
選
を
逃
し
た
方
も
ド
ン
ド
ン

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

《
当
選
者
》

　
　
　
西
森
　
エ
リ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
香
美
市
職
労
）

　 
　 

左
脇
　
美
枝
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
四
万
十
町
職
労
）

　
　
　
中
山
　
裕
康
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　（
土
長
教
組
）

祝

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

顔
代
わ
る
国
の
信
用
地
に
落
ち
る

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（源
朝
光
）

月
光
や
除
染
で
き
ぬ
か
放
射
線

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（源
朝
光
）

時
事
川
柳
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針路

震
災
で
明
ら
か
に
な
っ
た

おたより紹介

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
実
り
の
○
○
、読

書
の
○
○
　
②
句
会
の
―
―
に
講

評
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
　
③
酔
っ

て
―
―
を
さ
ら
す
　
④
―
―
一
番
逆

転
勝
ち
　
⑥
―
―
に
ご
馳
走
が
ず
ら

り
　
⑧
開
会
の
対
　
⑨
配
偶
者
の
弟

　
⑪
桃
○
○
三
年
柿
八
年

【ヨコのカギ】①額

に○○して働く　

③首都と同義　⑤

一滴も飲まないと

――を誓う　⑦城

の周囲の塀　⑨児

童――は法により罰

せられます　⑩堂々

たる――の持ち主　

⑫――ジェットプリ

ンター　⑬初日の公

演は大○○満員

香美市職労（Ｅ．Ｎ）

　最賃審議会の結果は変更無しとなったそうで

すが、 時給645 円では 1 人で生活していくの

は無理ではないかと思います。

四万十町職労（Ｍ. Ｓ）

　年金制度見直しで、 支給開始が70 歳も

視野に・ ・ ・。 退職しても年金を支給して

もらえなければ、 どうやって生活をしたらい

いのでしょうか。 のんびりと過ごせるのは、

夢の夢かな？

予
期
し
つ
つ
南
海
地
震
備
え
あ
れ

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（秋
桜
）

第２４回

定期大会

良質な雇用と

充実した社会保障で

｢福祉国家｣を目指そう！

　
県
労
連
は
十
月
十
六
日
、
高
知
市
青
年
セ
ン
タ
ー
で
第
二
十
四
回
定

期
大
会
を
開
催
し
、
震
災
で
明
ら
か
に
な
っ
た
社
会
の
構
造
を
正
し
、

良
質
な
雇
用
と
充
実
し
た
社
会
保
障
の
「
福
祉
国
家
」
を
目
指
す
取
り

組
み
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

脆
弱
な
社
会
保
障
制
度

　
大
会
に
は
、
傍
聴
を
含
め
、

九
十
名
余
り
が
参
加
し
ま
し

た
。来

賓
に
は
日
本
共
産
党
、

四
国
労
金
、
全
労
連
か
ら
お

い
で
頂
き
、
激
励
や
連
帯
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
西
山
委
員
長
は
、
「三
月
十

一
の
震
災
を
機
に
、
地
震
対

や
原
発
問
題
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
す
べ
て
の
面
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
国

・

地
域
へ
の
大
転
換
を
図
る
時

が
来
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
は

大
震
災
を
口
実
に
、
あ
る
い

は
大
震
災
の
陰
に
隠
れ
て
悪

政
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
」
と
述
べ
、
震
災
復
興

を
理
由
と
し
た

「社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
」
の
推
進

や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
対
し
て
断

固
と
し
て
反
対
し
、
幅
広
い

定
期
大
会
で
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

　
十
一
月
二
十
七
日
が
、
高

知
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
。

県
庁
で
記
者
発
表
し
、
革
新

県
民
連
合
の
態
度
表
明
を
し

た
。
統
一
候
補
は
立
て
な

い
。
共
産
党
高
知
県
委
員
会
も
同
席
し
、

同
党
も
候
補
者
は
立
て
な
い
と
表
明
▲
知

事
は
憲
法
九
条
を
積
極
的
に
評
価
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
つ
い
て
「容
認
で
き
な
い
」と
表
明
、
道

州
制
や
「社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」

に
つ
い
て
地
域
や
低
所
得
者
の
視
点
の
重

要
性
を
訴
え
て
い
る
▲
産
業
振
興
計
画
の

評
価
は
多
分
に
雰
囲
気
的
な
面
が
あ
り
、

真
価
は
こ
れ
か
ら
。
ま
た
、
教
育
面
で
は

学
テ
の
全
校
実
施
、
高
校
の
再
編
、
新
た

な
学
警
連
絡
制
度
の
導
入
な
ど
問
題
点

あ
り
。
県
市
図
書
館
問
題
で
は
結
論
あ

り
き
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
行
政
手
法
。
し
か

し
、
結
論
と
し
て
は
、
ど
う
し
て
も
尾
﨑

県
政
で
は
ダ
メ
だ
、
と
は
な
ら
な
か
っ
た

▲
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。
共
産
以

外
に
推
薦
願
い
を
出
し
て
い
る
が
ど
う
か
？

連
合
も
推
薦
を
決
め
た
。
私
は
支
持
政

党
、
支
持
団
体
の
利
益
を
県
民
利
益
の

上
に
置
く
よ
う
な
ら
問
題
。
現
知
事
は

自
身
の
合
理
的
な
判
断
基
準
を
持
ち
、

旧
来
の
自
民
党
政
治
、
民
主
党
の
構
造

改
革
路
線
への
ス
ト
レ
ー
ト
な
追
随
姿
勢
は

無
く
、
中
山
間
地
域
を
守
る
視
点
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
と
答
え
た
。
ま
た
、
連

合
と
の
平
等
取
り
扱
い
を
求
め
る
と
も
▲

将
来
の
知
事
選
挙
に
つ
い
て
は
フ
リ
ー
ハ
ン

ド
。
良
質
な
雇
用
と
社
会
保
障
に
よ
る
持

続
可
能
な
地
域
社
会
。
知
事
選
挙
は
運

動
の
延
長
に
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
と
提
案
を
強

化
す
る
（田
）

運
動
を
訴
え
ま
し
た
。

　
議
案
提
案
は
、
田
口
書
記
長
が

行
い
、
良
質
な
雇
用

（
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
ワ
ー
ク
）
と
充
実
し
た
社
会
保

障
の
実
現

「な
く
せ
貧
困
運
動
」
、

地
域
で
の
教
育
、
医
療
、
福
祉
な

ど
諸
制
度
の
後
退
を
許
さ
な
い

「
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
運
動
」
、

平
和
憲
法
の
遵
守
を
求
め
る

「戦

争
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
運
動
を

提
起
し
ま
し
た
。
ま
た
、
運
動
の

軸
足
を

「職
場
」
と

「地
域
」
に

置
き
、
目
に
見
え
る
職
場
活
動
と

地
域
運
動
の
発
展
を
目
指
す
取
り

組
み
を
訴
え
ま
し
た
。

　
討
論
に
は
二
十
一
名
が
参
加
し
、

職
場
、
地
域
で
の
取
り
組
み
が
、

大
会
方
針
を
豊
か
に
す
る
形
で
発

言
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

代
議
員
が
、
組
織
の
拡
大
や
強
化

に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
や
青
年
、

女
性
の
比
率
が
高
か
っ
た
こ
と
な
ど

も
特
徴
的
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
最
後
に
、
決
算
・
予
算
を
承
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
選
挙
で

は
、
西
山
執
行
委
員
長
、
田
口
書

記
長
を
再
任
、
新
た
に
副
執
行
委

員
長
に
武
田
孝
子
氏
、
書
記
次
長

に
中
岡
健
太
氏
を
選
出
し
ま
し

た
。 県教組（Ｈ．Ｎ）

　県教組西山執行委員長のインタビューを

読んで、 多くの人とつながり、 組織拡大につ

なげていかないといけないと強く感じました。

立
ち
上
が
る
震
災
乗
り
越
え
労
働
者

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
　
（牧
師
）

デ
モ
行
進
１
％
を
追
い
詰
め
る

　                    

　        

　
　
　
（牧
師
）

消
費
税
二
五
条
を
つ
つ
み
込
む

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（幸
泉
）

原
発
の
第
二
神
話
を
創
り
出
す

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（幸
泉
）

原
発
は
い
ら
な
い

10･29

社保協キャラバン

　
十
月
二
十
九
日
、
高
知
市
役
所
前
で
「さ
よ
な
ら

原
発
高
知
県
民
の
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
、
二
五
〇
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
十
九
団
体
が
実
行
委
員
会
に
加

わ
り
、
共
通
す
る

『原
発
の
廃
炉
を
め
ざ
す
』
と
い

市
役
所
前
に
二
五
〇
人

う
点
で
共
同
し
て
い
ま

す
。
政
府
や
マ
ス
コ
ミ
の

「大
宣
伝
」
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
幅
広
い
運
動
で
す
べ

て
の
原
発
の
廃
炉
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
集
会

終
了
後
、
市
役
所
前
か

ら
電
車
通
り
ま
で
デ
モ

行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　
『く
ら
し
と
医
療
を
守

る
全
県
キ
ャ
ラ
バ
ン
』が
十

月
十
七
日
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
既
に

市
町
村
への
要
請
は

終
了
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
持
ち

寄
っ
て
十
一
月
七

日
の
高
知
県
への
要

請
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
国
保
の
国

庫
負
担
を
国
が
従

来
の
四
五
％
に
戻

新婦人からの訴えの様子

集会の様子

室戸への要請の様子

せ
と
い
う
決
議
を
多
く
の
市
町
村
で
可
決
し
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
を
重
く
受
け
、
県
交
渉
で
も
強
く

要
望
し
て
い
き
ま
す
。
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発
言
の
紹
介
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医
労
連
　
田
辺

こ
う
ち
生
協
労
組
　
中
岡

私
学
教
組
　
砂
田

自
交
総
連
　
横
田

自
治
労
連
　
升
井

年
金
者
組
合
　
岡
村

年
金
者
組
合 

竹
村

農
林
支
部
　
山
本

農
林
支
部
　
森
岡

福
祉
保
育
労
　
森
田

福
祉
保
育
労
　
富
岡

清
水
労
連
　
前
田

　
土
佐
清
水

労
連
は
発
足

し
て
十
七
年

目
に
な
り
、

毎
年
大
会
を

開
き
運
動
を
続
け
て
き
た
。
昨
年

は
地
域
へ出
る
運
動
と
し
て
何
で
も

相
談
会
に
取
り
組
み
、
清
水
労

連
の
存
在
を
地
域
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
地
域
に
相
談
の
窓

口
が
あ
る
大
切
さ
を
改
め
て
認
識

し
た
。
今
年
も
続
け
て
行
う
た
め

に
も
、
相
談
活
動
へ
の
補
助
を
県

労
連
に
お
願
い
し
た
い
。

高
知
一
般
　
浜
田

　
被
災
地
の

医
療
機
関

大
震
災
時

の
医

療

機

関
の
役
割
に

つ
い
て
も
が
県
労
連
と
し
て
も
政

策
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
ア
メ

リ
カ
で
広
が
る
格
差
是
正
の
デ
モ
の

広
が
り
を
県
労
連
し
て
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。
組
織
拡
大
に
つ
い

て
、
労
働
組
合
を
作
ろ
う
と
い
う

県
国
公
　
小
松

　
三
年
連
続

の
削
減
。
国

家
公
務
員
給

与
の
一
割
削

減
に
つ
い
て
、

廃
案
に
向
け
て
運
動
を
続
け
て

お
り
、
人
事
院
勧
告
を
無
視
し

た
決
定
に
反
対
し
て
い
く
。
三

・

一
一
の
震
災
で
も
、
復
旧
、
復

興
に
は
、
国
が
が
担
う
仕
事
の
必

要
性
と
専
門
性
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
今
後
確
実
に
起
き
る
南
海

地
震
に
対
し
て
も
、
地
方
に
責
任

を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
国

の
責
任
と
し
て
訴
え
て
い
く
。

　
中
四
国
地
連

の
支

援

も
受

け
、
五
年
ぶ
り

専
従
を
配
置

し
、
自
立
し
た

労
組
活
動
の
確
立
、
過
半
数
組

合
に
向
け
た
組
織
拡
大
、
書
記
局

　
年
金
改
定
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に

年
金
の
条
件
は

引
き
下
げ
ら
れ

て
い
る
。
す
で
に

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
者
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
人
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
兆
円

郵
産
労
　
筒
井

目
あ
り
、
よ
り
資
本
主
義
的
な
手

法
が
取
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
間

七
名
の
仲
間
を
迎
え
た
。
会
社
で

は
、
年
賀
ハ
ガ
キ
を
売
ら
な
い
と
正

社
員
に
な
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な

声
も
あ
り
、
立
場
の
弱
い
契
約
社

員
の
自
爆
営
業
に
拍
車
を
掛
け
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宅
配
統
合

の
責
任
も
今
後
追
及
し
て
い
く
。

　
さ
く
ら
ハ
イ

ヤ
ー
労
組
の
争

議
解
決
に
県
労

連
の
各
組
合
に

お
世
話
に
な
っ

　
昨
年
は
、

『
一
歩
出
よ

う
、
見
え
る

運
動
を
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
専
従
者
を
一

名
雇
い
、
自
治
体
と
協
力
し
、
健

康
相
談
会
を
県
下
各
地
で
開
催
し

て
き
た
。
二
十
二
年
間
続
け
て
き

た
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
、
自
治
体

の
協
力
体
制
を
気
付
く
地
盤
に

な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
頑
張
っ
て

い
く
。

県
教
組
　
畦
地

自
治
労
連
保
育
部
　
東
松

青
年
部
　
坂
本

高
知
一
般 

　
平
河

女
性
部
　
筒
井

宣
伝
が
弱
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
イ
メ
ー
ジ
作
り
の
戦
略
も
必

要
。
学
習
会
な
ど
も
、
外
向
け

に
や
る
こ
と
も
考
え
て
み
て
は
ど

う
か
。

　
民
営
化
か
ら

四
年
経
つ
が
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
シ
ー

ト
の
ス
キ
ル
項
目

が
四
百
十
二
項

た
。
こ
の
解
決
事
例
を
チ
ラ
シ
に
訴

え
て
、
低
賃
金
、
長
時
間
労
働
に

苦
し
む
タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
組
織

拡
大
に
取
り
組
む
。

　
高
知
県
に
お

い
て
、
労
災
認

定
へ
の
窓
口
が

狭
く
な
っ
て
い

る
。
振
動
障
害

の
不
認
定
な
ど
の
事
態
が
起
こ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
振
動
障
害
や

じ
ん
肺
な
ど
、
認
定
基
準
を
満
た

し
て
い
る
人
に
対
し
て
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
認
定
と
な
る
よ
う
、
運

動
を
進
め
て
行
く
。
ご
支
援
宜
し

く
お
願
い
す
る
。

　
幹
部
が
意
識

的
に
組
織
拡

大
に
つ
い
て
議

論
す
る
必
要
が

あ
る
。
医
労
連

で
は
、
昨
年
拡
大
で
き
な
か
っ
た

組
織
が
、
組
織
拡
大
の
意
思
統
一

　
学
習
指
導

要
領
が
押
し

つ
け
ら
れ
、

問
題
の
あ
る

教
科
書
を
議
員
が
推
す
な
ど
、

注
意
が
必
要
。
ま
た
、
上
か
ら
言

わ
れ
た
こ
と
に
物
を
言
わ
ず
、
事

務
作
業
を
そ
つ
な
く
こ
な
す
教
師

が
良
い
教
師
か
の
よ
う
な
風
潮
が

進
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

自
ら
の
実
践
を
持
ち
寄
り
、
力

量
を
高
め
、
仲
間
の
輪
を
広
げ

る
、
県
教
研
を
開
催
す
る
。
組
織

拡
大
の
中
心
と
位
置
づ
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
私
立
と
い
え

ど
公
教
育
の

現
場
で
あ
る
。

子
ど
も
が
お

金
の
心
配
を
抜
き
に
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
る
、
格
差
の
な
い
制
度

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
を
求
め
る
署
名
に
協

　
室
戸
市
で
二

十
二
年
前
の
ビ

キ
ニ
水
爆
の
被

爆
者
の
健
康
診

断
に
つ
い
て
、
教
組
と
協
力
し
て

追
跡
調
査
を
行
っ
た
。
放
射
能
と

発
病
の
因
果
関
係
を
調
査
し
て
い

く
中
で
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故

に
つ
い
て
も
、
恐
ろ
し
い
も
の
を
感

じ
て
い
る
。

　
子
ど
も
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム

は
、
介
護
保
険

シ
ス
テ
ム
を
モ
デ

ル
に
し
て
お
り
、

導
入
さ
れ
れ

ば
、

保
育
は
福
祉
で
は
な
く
、

　
セ
ン
タ
ー
合

唱
団
で
長
年

運
動
を
続
け

て
い
る
。
う
た

ご
え
な
ど
の

文
化
活
動
を
通
じ
て
組
織
の
拡
大

と
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
労
働
相
談
セ

ン
タ
ー

を
通

じ
、
自
立
支
援

法
の
実
施
に
よ

り
、
施
設
長
以

外
を
臨
時
職
員
に
変
え
ら
れ
た
な

ど
の
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

た
。
県
の
基
準
が
緩
和
さ
れ
る
な

か
で
、
こ
の
よ
う
な
相
談
が
増
え

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
県
の
基

準
を
下
げ
な
い
よ
う
、
働
き
か
け

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
と
も
な
権
利
を
主
張
す
る
闘
い

と
横
で
繋
が
る
運
動
を
進
め
て
行

く
。

　
発
足
し
て
間

も
な
い
組
織
の

た
め
、
ま
ず
は

繋
が
る
こ
と
を

中
心
に
活
動
し
て
き
た
。
し
か
し
、

十
月
一
日
の
青
年
部
大
会
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
、
青
年
部
の
体

制
や
方
向
性
、
存
在
意
義
な
ど

を
改
め
て
見
つ
め
直
す
機
会
と

な
っ
た
。
求
め
ら
れ
る
機
能
や
役

割
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
議
論

　
裁
判
の
傍

聴

な

ど

、

様
々
な
支
援

に
感
謝
す
る
。

仲
間
の
皆
さ
ん
か
ら
支
え
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
す

ご
い
力
と
な
る
。
ま
た
、
最
近
は

派
遣
労
働
者
の
問
題
で
の
相
談
が

機
能
の
充
実
、
こ
の
三
つ
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
拡
大
総
掛

か
り
作
戦
を
行
い
、
少
数
で
は
あ

る
が
、
新
た
な
仲
間
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
以
上
に
、
労

働
組
合
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
執
行
委
員

の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
が

大
き
い
。
今
後
も
前
向
き
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
　
樫
原

　
今
年
広
島
で

開
催
さ
れ
た
日

本
母
親
大
会
へ

は
、
目
標
を
大

き
く
超
え
る
四
五
〇
名
を
高
知
か

ら
送
り
出
す
事
が
出
来
た
。
こ
の

力
を
、
働
く
女
性
の
交
流
集
会

や
一
二

・
八
平
和
の
集
い
へ
も
集

中
さ
せ
、
女
性
の
権
利
や
、
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
場
と
し
た
い
。

　
労
働
相
談
セ

ン
タ
ー
は
年
を

追
う
毎
に
多

く
の
労
働
者
に

知
ら
れ
て
き
て
い
る
。
年
間
の
相

談
数
も
、
目
標
を
超
え
る
三
二

四
人
の
相
談
が
あ
っ
た
。
来
年
度

か
ら
、
財
政
体
系
を
変
更
し
、
財

政
強
化
を
し
て
い
く
。
個
人
の
賛

助
会
員
も
可
能
に
な
っ
た
の
で
、

ぜ
ひ
働
く
仲
間
の
た
め
に
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
し
た
い
。

力
を
。

土
佐
福
祉
会
分
会
を
三
月
末
に
結

成
し
、
職
員
の
正
規
化
や
賃
金

ア
ッ
プ
を
目
指
し
取
り
組
み
を
開

始
し
て
い
る
。
県
下
の
障
害
福
祉

の
仲
間
と
連
帯
し
運
動
を
進
め
て

行
き
た
い
。
ご
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

多
く
な
っ
て
お
り
、
組
合
の
な
い

所
で
は
、
理
不
尽
な
こ
と
が
多
く

あ
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
為
に

も
組
合
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

の
積
立
が
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
ど
の

リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
浪
費
さ
れ
る
な

ど
、
掛
け
金
が
ど
こ
に
使
わ
れ
た

の
か
が
不
透
明
で
あ
る
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
を
許
さ
な
い
闘
い
を
進
め
る

た
め
に
も
、
年
金
者
組
合
は
千
人

の
組
織
達
成
を
力
に
、
更
に
二
千

の
年
金
者
組
合
を
作
る
決
意
で
あ

る
。

を
行
い
、
拡
大
を
行
っ
た
。
今
後

は
須
崎
地
域
の
拡
大
に
力
を
入
れ

て
い
く
。
先
を
見
据
え
た
議
論
を

重
ね
、
組
織
を
強
化
し
て
い
く
。

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
保
育
産
業
に
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
家
の
経
済

状
況
に
よ
っ
て
保
育
に
格
差
が
生
じ

て
し
ま
す
。
入
る
時
点
で
施
設
か

ら
選
別
さ
れ
、
入
っ
て
か
ら
も
保

育
時
間
な
ど
で
選
別
さ
れ
る
。
こ

れ
か
ら
も
署
名
活
動
や
キ
ャ
ラ
バ
ン

で
運
動
を
進
め
て
行
く
。

し
て
い
き
た
い
。
同
時
に
青
年
部
だ

け
で
は
な
く
、

親
組
織
と
し
て

も
、
次
世
代
の
育
成
に
つ
い
て
議

論
を
共
に
し
て
い
き
た
い
。


